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〈「
議
会
だ
よ
り
」は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
・・・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

一般質問 一般質問

Q

Q

A

A

生
物
多
様
性
の
確
保
と
自
然
環
境
の
保
全
を
考
え
た
地
域
戦
略
の
策
定
は
？

ご
み
収
集
所
設
置
の
明
確
な
ル
ー
ル
作
り
を
（
新
築
共
同
住
宅
）

深
谷
市
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
生
き
物
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

考
え
て
い
な
い
。
現
状
の
新
設
基
準
に
よ
り
設
置
し
て
い
く

中な
か

矢や

　
寿ひ

さ

子こ

五ご

間ま

く
み
子こ

問　

平
成
22
年
に
策
定
さ
れ
た
生
物
多
様
性

基
本
法
で
は
、
生
物
多
様
性
の
保
全
と
利
用

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。
３
項
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

①
地
域
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
。

②
外
来
生
物
等
に
よ
る
被
害
防
止
に
つ
い
て
。

③
自
然
資
源
の
適
切
な
利
用
等
の
推
進
と
い

う
観
点
か
ら
鐘
撞
堂
山
の
保
全
と
利
用
促
進

に
つ
い
て
、
深
谷
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答　

平
成
24
年
１
月
末
で
、
地
域
戦
略
策

定
済
み
の

自
治
体
は
、

県
内
で
は

さ
い
た
ま

市
の
み
で

あ
る
た
め

他
市
と
同

様
、
環
境

問　

開
発
行
為
に
該
当
し
な
い
小
規
模
な
共

同
住
宅
を
建
設
す
る
際
、
市
へ
の
協
議
が
な

い
た
め
収
集
所
が
新
設
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
こ
う
し
た
場
合
の
今
後
の
対
策
は
。

答　

①
市
内
や
近
郊
の
建
設
業
者
へ
手
順
書

を
通
知
②
自
治
会
に
協
議
の
な
い
場
合
の
情

報
提
供
を
依
頼
し
、
市
が
業
者
へ
手
順
説
明
。

問　

共
同
住
宅
等
の
設
置
基
準
の
制
定
は
。

答　

地
域
の
事
情
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
詳

細
な
設
置
基
準
を
定
め
る
の
は
難
し
い
。

問　

国
内
の
自
殺
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
。
本
市
の
直
近
の
状
況
は
。

答　

平
成
20
年
43
人
、
21
年
31
人
、
22
年
45

人
で
、
自
殺
対
策
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

自
殺
予
防
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

答　

講
演
会
の
開
催
や
相
談
窓
口
周
知
の
チ

ラ
シ
作
製
、
県
と
の
共
催
に
よ
る
相
談
会
や

講
座
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
チ
ェ
ッ
ク
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
こ
こ
ろ

の
体
温
計
」
を
試
行
的
に
導
入
し
た
。

問　

自
殺
の
原
因
は
多
様
で
あ
り
、
市
に
お

け
る
庁
内
連
携
が
重
要
で
は
。
こ
の
体
制
は
。

答　

今
年
度
、
自
殺
予
防
対
策
関
係
課
長
会

基
本
計
画
の
も
と
で
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。
①
生
き
物
に
や
さ
し
い
自
然
環

境
の
保
全
・
生
息
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

②
被
害
の
著
し
い
外
来
生
物
等
の
駆
除
な
ど
、

県
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
対
策
を
行
う
。
③

平
成
21
年
か
ら
３
カ
年
、
希
少
動
植
物
の
保

護
や
登
山
道
の
整
備
を
実
施
し
て
い
る
。
活

用
に
つ
い
て
は
、
里
山
の
景
観
形
成
を
推
進

し
、
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
い
き
た
い
。

問　

支
給
対
象
者
は
、
介
護
保
険
第
１
号
被

保
険
者
親
族
だ
が
、
居
宅
介
護
と
い
う
立
場

か
ら
考
え
る
と
、
第
２
号
被
保
険
者
親
族
に

も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
べ
き
で
は
？

答　

高
齢
者
施
策
制
度
の
た
め
、
支
給
範
囲

の
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。

問　

近
年
頻
発
の
、
車
両
損
傷
撲
滅
を
目
指

し
、
市
民
に
協
力
を
呼
び
か
け
て
み
て
は
？

答　

本
来
は
、
市
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
す

べ
き
だ
が
、
自
治
会
周
知
等
し
て
い
き
た
い
。

議
を
開
催
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
会
議
を

開
催
し
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
関
係
課

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

各
種
統
計
で
自
殺
者
の
多
く
が
精
神
疾

患
で
あ
り
、
特
に
う
つ
病
を
早
期
発
見
し
治

療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
。
検
診
時
に
う

つ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
の
は
ど
う
か
。

答　

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
自
分
で
で
き

る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
り
、
こ
の
チ
ラ
シ

を
検
診
会
場
で
配
布
す
る
な
ど
活
用
を
図
る
。

高
齢
者
介
護
手
当
支
給
事
業
の
改
善
は
？

道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
創
設
を
！

い
の
ち
を
守
る
施
策
、
自
殺
予
防
対
策

鐘撞堂山の希少動植物の自然保全

携帯電話のか
たは、以下の
QRコードをご
利用ください。

Q

Q

A

A

公
共
施
設
使
用
料
徴
収
―
市
長
の
政
治
判
断
で
即
見
直
し
を
！

公
民
館
長
は
現
役
職
員
と
Ｏ
Ｂ
が
い
る
が

３
年
後
に
見
直
し
す
る

現
役
の
職
員
を
検
討
し
た
い

加か

藤と
う

　
温あ

つ

子こ

村む
ら

川か
わ

　
徳の

り

浩ひ
ろ

問　

高
校
生
以
下
、
個
人
１
時
間
単
位
で
の

使
用
料
徴
収
よ
り
、
無
駄
削
減
が
先
決
。
市

民
負
担
は
最
後
と
思
う
が
。

答　

低
い
料
金
設
定
を
し
て
い
る
。
３
年
後

に
見
直
し
を
す
る
。

問　

深
谷
日
赤
医
師
確
保
制
度
の
取
り
組
み

状
況
と
所
用
額
は
。

答　

①
寄
附
講
座
、
平
成
23
年
に
２
名
、
平

成
24
年
に
１
名
、
計
３
名
確
保
。
平
成
25
年

度
末
ま
で
継
続
。
②
後
期
研
修
医
研
修
資
金

貸
与
制
度
は
平
成
24
年
３
月
現
在
、
応
募
者

な
し
。
所
用
額
は
２
名
３
年
間
で
１
４
４
０

万
円
。
毎
年
２
名
で
５
年
間
募
集
。
③
医
師

育
成
奨
学
金
貸
与
制
度
、
平
成
24
年
度
入
学

予
定
者
に
つ
い
て
は
応
募
者
40
名
（
県
内
34

・
外
６
）
最
終
的
に
候
補
者
２
名
及
び
補
欠

候
補
者
13
名
を
選
考
。
３
月
19
日
現
在
、
大

学
入
学
結
果
は
未
定
。
所
用
額
は
２
名
分
、

最
終
学
年
30
年
度
ま
で
９
８
４
２
万
円
。
毎

年
２
名
募
集
で
５
年
間
取
り
組
む
。
平
成
24

年
入
学
者
の
勤
務
は
11
年
後
。

問　

公
民
館
長
は
経
験
豊
富
で
安
い
賃
金
で

働
い
て
い
た
だ
け
る
市
役
所
Ｏ
Ｂ
に
統
一
し

て
は
ど
う
か
。

答　

非
常
勤
特
別
職
に
は
週
30
時
間
と
い
う

労
働
時
間
の
制
限
が
あ
る
が
、
公
民
館
運
営

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
24
年

度
以
降
は
勤
務
時
間
の
制
限
を
受
け
な
い
正

規
職
員
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
定
員
適
正
化

計
画
で
職
員
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
Ｏ
Ｂ

の
積
極
活
用
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

非
常
勤
特
別
職
の
熱
意
で
今
ま
で
何
と

か
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
が
、
突
発
的
な
対

応
等
を
考
え
る
と
正
規
職
員
が
望
ま
し
い
。

問　

全
国
に
先
駆
け
深
谷
市
職
員
の
給
与
を

削
減
し
、
そ
の
削
減
し
た
分
を
被
災
地
復
興

支
援
の
た
め
に
使
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

行
財
政
改
革
で
事
務
の
効
率
化
と
経
費

削
減
に
努
め
、
ま
た
、
職
員
の
削
減
を
行
っ

た
う
え
、
職
員
給
与
も
他
市
に
比
べ
て
低
い
。

復
興
支
援
も
深
谷
市
独
自
に
可
能
な
限
り
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
特
例
法
に
よ
る
給
与

削
減
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た

問　

平
成
11
年
、
深
谷
オ
ー
キ
ッ
ド
フ
ァ
ー

ム
と
土
地
・
建
物
の
賃
貸
契
約
。
平
成
22
年

度
ま
で
約
１
億
円
の
未
納
。
対
応
と
今
後
は
。

答　

賃
貸
借
契
約
の
解
除
を
決
定
。
未
納
額

は
催
告
し
て
い
く
。
今
後
は
目
的
に
沿
っ
た

利
用
を
考
え
る
。

問　

旧
埼
玉
県
教
育
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
子

供
か
ら
老
人
ま
で
の
複
合
施
設
と
し
て
。
ま

た
、
市
民
意
見
の
募
集
の
考
え
は
。

答　

公
共
施
設
の
耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
中

で
、
適
正
配
置
を
考
え
活
用
を
検
討
す
る
。

い
。

問　

ふ
か
や
ね
ぎ
祭
り
の
開
催
と
い
っ
た
動

き
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
ね
ぎ
の
街
深
谷
を
Ｐ

Ｒ
す
る
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
あ
る
い
は

資
金
援
助
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

答　

そ
う
い
っ
た
話
は
非
常
に
あ
り
が
た
い

の
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
資
金
援
助
は
難
し

い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
応
援
し
た
い
。

救
急
医
療
の
早
急
改
善
と
な
っ
て
い
る
か

市
民
が
納
得
で
き
る
税
の
使
い
方
な
の
か

給
与
削
減
特
例
法
に
対
す
る
対
応
は
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